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緒  言 

 B 型肝炎ウイルス（HBV）は、現在、A-J の 10 種の遺伝子型（genotype）に分類

される。Genotype の地理的分布には、偏りがある。2001 年に、本邦の B 型慢性肝疾

患例における感染 HBV の genotype 頻度は、85%を genotype C が占め、次いで 12%を

genotype B、1.7%を genotype A が占めることが報告されている。2002 年には、首都

圏の B型急性肝炎例においては、genotype A が多く認められたと報告されている。 

 本研究では、本邦における B型急性肝炎の最近の発生動向を全国調査し、分子系

統学的手法を用いて HBV genotype を解析する。 

 

対象と方法 

 1991年-2009年に全国28の国立病院に入院したB型急性肝炎547例を対象とし、

プロスペクティブコホート研究をおこなった。1991 年-1996 年を第Ⅰ期、1997 年-2002

年を第Ⅱ期、2003 年-2008 年を第Ⅲ期と分類した。患者血清より HBV DNA を抽出し、

HBV genotype を決定した。Genotype A、genotype B の HBV 株は preS1/S2/S 遺伝子領

域（1.2kb）の塩基配列を決定し、分子系統樹（N-J 法）を作成して subgenotype を決



定した。 

 

結  果 

 547 例における HBV genotype の頻度は、A 137 例（25%）、B 48 例（9%）、C 359

例（66%）、その他の genotype 3 例（0.5%）であった。Genotype A には genotype G

との混合感染例 1例が含まれた。 

 発症から 6ヵ月以上にわたる HBs 抗原持続陽性（慢性化）例は 5例に認めた。こ

の 5例は全例 genotype A 感染例であり、うち 1例は genotype G との混合感染例、ま

た別の 1 例はヒト免疫不全ウイルス（HIV）1 型との共感染例であった。Genotype A

感染例における慢性化率は 4.1%で、genotype C 感染例（0%）に比し有意に高率であ

った（p<0.05）。 

 首都圏において、genotype A 感染例の頻度は、第Ⅰ期では 4.8%、第Ⅱ期では 29.3%、

第Ⅲ期では 50.0%であり、時代の経過と共に有意に増加した（第Ⅰ期 vs 第Ⅱ期, 

p<0.05; 第Ⅱ期 vs 第Ⅲ期, p<0.05）。首都圏以外の地域では、genotype A 感染例の

頻度は同期間に各々6.5%、8.5%、33.1%であり、第Ⅲ期になり初めて前期間に比し有

意に増加した（第Ⅰ期 vs 第Ⅲ期, p<0.0001; 第Ⅱ期 vs 第Ⅲ期, p<0.0001）。 

 Genotype A 感染 114 例の HBV subgenotype を解析した結果、13 例（11.4%）の

HBV 株は subgenotype A1、101 例（88.6%）の HBV 株は subgenotype A2 に分類された。

Genotype B 感染 43 例の subgenotype 解析では、10 例（23.3%）の HBV 株が subgenotype 

B1、28 例（65.1%）が subgenotype B2、2 例（4.7%）が subgenotype B3、3 例（7.0%）

が subgenotype B4 に分類された。 

 HBV 遺伝子の塩基配列相同性についても検討をおこなった。同一塩基配列の HBV

株を、subgenotype A2 感染例のうち 65 例（64%）に認め、一方 A1 感染例、B2 感染例

ではそのうち各々3 例（23%）、5 例（18%）に認め、B1 感染例、B3 感染例、B4 感染例

では 1 例も認めなかった（各々0%）。Subgenotype A2 感染例では他の subgenotype 感

染例に比し、同一塩基配列の HBV に感染する頻度が高かった（A2 vs A1, p<0.001; A2 

vs B1, p<0.0001; A2 vs B2, p<0.0001）。 

 

考  察 

 Genotype A 型 HBV 感染、特に subgenotype A2 型 HBV 感染による B型急性肝炎で

は、本邦において首都圏から他の地域へと感染が拡大し、その主な感染経路は性交渉

によるものである。Genotype A 感染例では、4%の頻度で慢性化し、また、同一の塩基

配列をもつ subgenotype A2 感染が蔓延している。本邦の HBV 感染増加を防ぐために

若い世代へのユニバーサルワクチネーションが必要と考える。 
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